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最高学年、３年生。自分の進路を決める大切な

学年です。気持ちを引き締めていきましょう。 

それでは今年の学年団を紹介します。 
   
学年主任  松原 未来（農業） 

  進級おめでとうございます。有馬高校最高学年として、本校を牽引する立場となりました。皆さんの姿

を、1・2 年生は見ています。3 年生が元気なあいさつを実践し、全校生徒があいさつできる活気のある

学校にしてほしいと思います。しかし、進路で一番大切なときに学校が再開出来ないもどかしさがありま

す。授業以外にも全てが最後となる学校行事に部活動、そのどれもが皆さんにとって無くてはならないも

のです。それだけに学校生活で過ごす一日一日が本当に大切な時間だと痛感していると思います。収束は

必ず来ます。「ピンチはチャンス」７３回生学年団が一つになって今年も指導します！素晴らしい一年に

絶対にしよう！！ 

 

１組担任  梶並 栄仁（理科） 

  早いもので、有馬高校での生活もあと 1年を切りました。今は当たり前のように顔を合わせることので

きる友達とも、1年後にはなかなか会えなくなることもあるでしょう。更に現在世界中で問題になってい

る新型コロナの影響で、学校に来なければならない日数は 170に満たない可能性があります。1日でも多

く皆の元気な顔を見たいと思っている身としては辛いところです。残りわずかとなった高校生活を少しで

も有意義なものにできるように、今しかできないことと今やらなければならないことを整理してください。 

  卒業まで残り 1年、よろしくお願いします。 

 

２組担任（副主任）  平井 なおみ（保健体育） 

いよいよ 3年生ですね。例年とは違う形で、2年生から 3年生へと進級しましたが、さて、準備は万全

でしょうか？ 泣いても笑っても高校生活最後の年です。部活も、有高祭も、体育大会も、高校生活で行

うことすべてが最後です。加えてこの状況です。その最後の活動自体が実施できるかどうか予測不能の状

態です。今やるべきことを考え、全力で取り組み、これだけやったぞ！という自信を進路実現に向けられ

るようにしましょう。 

精一杯、笑って卒業式を迎えるその日まで、よろしくお願いします。 

 

３組担任  分元美智子(家庭) 

今年も「明るく つよく 心あたたかく」をモットーに皆さんと共に頑張りますので、よろしくお願いい

たします。 

進路実現へ向けて皆さんにとって大切な１年です。私も気を引き締めつつ、そのサポートができればと

思っています。何事にも前向きに、最後まで諦めず、お互い進んでいきましょう!! 

 



４組担任  丸田 千佳(外国語) 

73回生のみなさん、引き続きよろしくお願いします。最高学年として、最高の思い出、最高の進路実現

のために再考しながら、前に進んでいきましょう。私も今日から、頂上目指して、皆さんと一歩ずつ登っ

ていきます。険しい道のりになるかもしれませんが、私たち学年団がついています。途中であきらめるこ

とだけないように、1年後、桜を満面の笑顔で見るために。 

 

５組担任  山下 悼也（外国語） 

   「3年生」と言われても、ピンとこないなと思っていた、ずいぶん昔の高 3時代を思い出している。1，

2年生があっという間に過ぎてしまったので、実感がなかったのかもしれない。そうして始まった 3年生

は、なかなかしんどかった。みんなが急に勉強し始めた春から夏。受験が迫ってくる秋から冬。毎晩遅く

まで勉強した。きつかったな－。でも、目標があったから、なんとかやり通した。忘れられないあの頃を

胸に、みんなを応援し続ける。 

 

６組担任  金澤 善（数学） 

  「時代はヒーローを求めています。地球を救い、世界中の人々に夢を与える人を。それは案外、君自身

なのかもしれません。」これは数学の参考書チャート式の巻頭に記載されている一説です。そしてチャー

トでは「ヒーローとは考える人である。」と定義しています。私はヒーローになりたいという願望は持て

ませんが、「考える人」ではありたいと思います。「考える人」は強くないです。いつも答えを探して悩ん

でいます。でも、考えて試行錯誤を繰り返し、たくさんの発見をする人です。「考える人」はかっこよく

ないです。失敗ばかりしています。でも、失敗から何かを学び、成長をやめない人です。勉強は終わりの

見えない、つらい修行のようなものかもしれません。「でも」みんな前を向いて、「でも」を大切にして頑

張ってほしいと思います。共に頑張りましょう！！ 

 

７組担任  中嶋 明子（国語） 

   枕草子に「ただ過ぎに過ぐるもの、帆かけたる舟。人の齢。春、夏、秋、冬」とありますが、まさに風

を負う舟のように時は過ぎて、高校生活最後の一年が始まりました。戸惑いや不安の中で迎えた春ですが、

それでも時間は流れていきます。進路選択は待ってくれません。進路にむけて、「自分が充分に頑張った

結果だ」という自負があれば、どこへ行っても「ここが来るべき所であったんだ」という前向きな気持ち

になることができると思います。逆に、「あまり頑張れなかった」「もっと頑張れたのに」という思いがあ

ると、「こんな所に来るはずではなかったのに」という気持ちが生まれてしまうのではないでしょうか。

未来の自分のために、全力の「今」を重ねていきましょう！ 

みなさんと有高３年目を迎えられて本当に本当にうれしいです！今年もよろしく！ 

 

副担任  谷口 春夫（地理歴史・公民） 

  初めまして。今回の異動で兵庫県立尼崎北高等学校から転勤して 

きました。来て早々に３年生という大切なポジションを預かること 

にいささか緊張しますが、君たちの進路の実現に向けて全力でサポ 

ートしていきます。高校生活は、苦労・苦悩することも含めて楽し 

めることが理想です。ふりかえってみて「いい高校生活だったな」 

と思えるような１年にしていきましょう。どうぞよろしくお願いし 

ます。 

 

 


